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【研究背景】 
 BaV13O18は Vサイトに電荷，軌道⾃由度を持ち，電
荷整列，軌道整列を起こすことが知られている[1]。類
似物質の BaV10O15 系でも軌道整列が起こることがわ
かっており，軌道整列相転移における緩和現象が核⽣
成・核成⻑理論に従うことが明らかになっている[2]。
BaV13O18 における緩和現象が BaV10O15 系の緩和現象
とどのように違うかを調べるために，BaV13O18の単結
晶を作成し磁化率と歪の時間依存性を測定した。さら
にその結果を Avrami の式を⽤いてフィッティングを
⾏い核⽣成・核成⻑理論に基づくかを調べた。 
 
【実験内容】 
 BaCO3と V2O5を化学量論⽐で秤量，混合したもの
を焼成し，Ba2V2O7 を作成する。また，作成した
Ba2V2O7，V，V2O3を化学量論⽐で秤量，混合しFloating 
Zone法で単結晶を作成した。背⾯ Laue法で単結晶の
軸⽅位を決定し，歪ゲージ法で歪を，SQUIDで磁化率
を測定した。時間依存性は試料を⽬標温度まで急冷し
た後，温度を保って測定した。 
 
【結果考察】 
 図 1 に歪測定の時間依存性の⼀例を⽰す。ほとんど
の温度で複数のステップに分かれて飽和に向かってい
る様⼦が⾒られる。図 2 に磁化率測定の時間依存性の
⼀例を⽰す。歪に⽐べ⼀つのステップで緩やかに飽和
に向かっていることがわかる。歪の時間依存性につい
ては Avrami の式の 3 つの和 
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でフィッティングを⾏い，得られた各ステップの緩和
時間𝜏*，𝜏.，𝜏#の温度依存性を図 3 に⽰した。また，
磁化率の時間依存性は通常の Avrami の式で 

 フィッティングを⾏い緩和時間𝜏を同じく図 3 に⽰し
た。得られた緩和時間の温度依存性は BaV10O15系と似
たような結果となった。 
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図 1 BaV13O18における歪の時間依存性 

 
図 2 BaV13O18における磁化率の時間依存性 

 
図 3 歪のフィッティングから得られた 

緩和時間の温度依存性 
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